
昭
和
四
十
三
年
総
理
府
令
第
四
十
六
号

核
原
料
物
質
の
使
用
に
関
す
る
規
則

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関

す
る
法
律
及
び
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉

の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
中
核
原
料
物
質
の
使
用
の

規
制
に
関
す
る
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
こ
れ
ら
の
規
定
を

実
施
す
る
た
め
、
核
原
料
物
質
の
使
用
に
関
す
る
規
則
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用

語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一
　
放
射
線
　
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第

百
八
十
六
号
）
第
三
条
第
五
号
に
規
定
す
る
放
射
線

又
は
一
メ
ガ
電
子
ボ
ル
ト
未
満
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有

す
る
電
子
線
若
し
く
は
エ
ッ
ク
ス
線
で
あ
つ
て
、
自

然
放
射
線
以
外
の
も
の
を
い
う
。

二
　
管
理
区
域
　
核
原
料
物
質
の
使
用
に
係
る
施
設
の

場
所
で
あ
つ
て
、
そ
の
場
所
に
お
け
る
外
部
放
射
線

に
係
る
線
量
が
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
線
量

を
超
え
、
空
気
中
の
放
射
性
物
質
（
空
気
又
は
水
の

う
ち
に
自
然
に
含
ま
れ
て
い
る
放
射
性
物
質
を
除

く
。
以
下
同
じ
。
）
の
濃
度
が
原
子
力
規
制
委
員
会

の
定
め
る
濃
度
を
超
え
、
又
は
放
射
性
物
質
に
よ
つ

て
汚
染
さ
れ
た
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
が

原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
密
度
を
超
え
る
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
を
い
う
。

三
　
周
辺
監
視
区
域
　
管
理
区
域
の
周
辺
の
区
域
で
あ

つ
て
、
当
該
区
域
の
外
側
の
い
か
な
る
場
所
に
お
い

て
も
そ
の
場
所
に
お
け
る
線
量
が
原
子
力
規
制
委
員

会
の
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え
る
お
そ
れ
の
な
い
も

の
を
い
う
。

四
　
放
射
線
業
務
従
事
者
　
核
原
料
物
質
の
使
用
又
は

こ
れ
に
付
随
す
る
廃
棄
、
運
搬
若
し
く
は
貯
蔵
の
業

務
に
従
事
す
る
者
で
あ
つ
て
、
管
理
区
域
に
立
ち
入

る
も
の
を
い
う
。

五
　
放
射
性
廃
棄
物
　
核
原
料
物
質
又
は
核
原
料
物
質

に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
で
あ
つ
て
、
廃
棄
し
よ
う

と
す
る
も
の
を
い
う
。

六
　
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
　
荷
送
人
に
よ
つ
て
核
原
料
物

質
が
収
納
さ
れ
た
容
器
が
箱
又
は
袋
等
（
運
搬
途
中

に
お
い
て
運
搬
す
る
物
自
体
の
積
替
え
を
要
せ
ず
に

運
搬
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
運
搬
器
具
で
あ
つ
て
、

反
復
使
用
に
耐
え
る
構
造
及
び
強
度
を
有
し
、
か

つ
、
機
械
に
よ
る
積
込
み
及
び
取
卸
し
の
た
め
の
装

置
又
は
車
両
に
固
定
す
る
た
め
の
装
置
を
有
す
る
も

の
を
除
く
。
）
に
収
納
さ
れ
、
又
は
包
装
さ
れ
て
い

る
も
の
を
い
う
。

（
技
術
上
の
基
準
）

第
二
条
　
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規

制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
七
条
の
七
第
四

項
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
核
原
料
物
質
を
使
用
す

る
者
で
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

一
　
核
原
料
物
質
の
使
用
は
、
核
原
料
物
質
の
使
用
施

設
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

二
　
核
原
料
物
質
の
使
用
施
設
の
目
に
つ
き
や
す
い
場

所
に
、
使
用
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す
る
こ
と
。

三
　
管
理
区
域
を
設
定
し
、
か
つ
、
当
該
区
域
に
お
い

て
は
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ
　
壁
、
柵
等
の
区
画
物
に
よ
つ
て
区
画
す
る
ほ

か
、
標
識
を
設
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
他

の
場
所
と
区
別
し
、
か
つ
、
放
射
線
業
務
従
事
者

以
外
の
者
が
当
該
区
域
に
立
ち
入
る
場
合
は
、
放

射
線
業
務
従
事
者
の
指
示
に
従
わ
せ
る
こ
と
。

ロ
　
放
射
性
物
質
を
経
口
摂
取
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

場
所
で
の
飲
食
及
び
喫
煙
を
禁
止
す
る
こ
と
。

ハ
　
床
、
壁
そ
の
他
人
の
触
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
物

で
あ
つ
て
放
射
性
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
も

の
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
が
原
子
力
規
制

委
員
会
の
定
め
る
表
面
密
度
限
度
を
超
え
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。

ニ
　
管
理
区
域
か
ら
人
が
退
去
し
、
又
は
物
品
を
持

ち
出
そ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
身
体
及

び
衣
服
、
履
物
等
身
体
に
着
用
し
て
い
る
物
並
び

に
そ
の
持
ち
出
そ
う
と
す
る
物
品
（
そ
の
物
品
を

容
器
に
入
れ
又
は
包
装
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
容

器
又
は
包
装
）
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
が

ハ
の
表
面
密
度
限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
。

四
　
周
辺
監
視
区
域
を
設
定
し
、
か
つ
、
当
該
区
域
に

お
い
て
は
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ
　
人
の
居
住
を
禁
止
す
る
こ
と
。

ロ
　
境
界
に
柵
又
は
標
識
を
設
け
る
等
の
方
法
に
よ

つ
て
周
辺
監
視
区
域
に
業
務
上
立
ち
入
る
者
以
外

の
者
の
立
入
り
を
制
限
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当

該
区
域
に
人
が
立
ち
入
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が

明
ら
か
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五
　
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
等
に
つ
い
て
は
、
次

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ
　
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
が
原
子
力
規
制
委

員
会
の
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

ロ
　
放
射
線
業
務
従
事
者
の
呼
吸
す
る
空
気
中
の
放

射
性
物
質
の
濃
度
が
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め

る
濃
度
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

六
　
管
理
区
域
及
び
周
辺
監
視
区
域
に
お
け
る
線
量
当

量
率
並
び
に
管
理
区
域
に
お
け
る
放
射
性
物
質
に
よ

る
汚
染
の
状
況
の
測
定
は
、
こ
れ
ら
を
知
る
た
め
最

も
適
し
た
箇
所
に
お
い
て
、
か
つ
、
放
射
線
測
定
器

を
用
い
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
線
測
定
器
を

用
い
て
測
定
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合

に
は
、
計
算
に
よ
つ
て
こ
れ
ら
の
値
を
算
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

七
　
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
の
測
定
は
、
次
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
こ
と
。

イ
　
外
部
放
射
線
に
被
ば
く
す
る
こ
と
に
よ
る
線
量

の
測
定
は
、
こ
れ
を
知
る
た
め
に
最
も
適
し
た
人

体
部
位
に
つ
い
て
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測

定
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い

て
測
定
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
計
算
に
よ
つ
て
こ
の
値
を
算
出
す
る

こ
と
と
す
る
。

ロ
　
イ
の
測
定
は
、
管
理
区
域
に
立
ち
入
つ
て
い
る

間
継
続
し
て
行
う
こ
と
。

ハ
　
人
体
内
部
に
摂
取
し
た
放
射
性
物
質
か
ら
の
放

射
線
に
被
ば
く
す
る
こ
と
に
よ
る
線
量
の
測
定

は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
放
射
性
物
質
を
吸
入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂

取
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
行
う
こ
と
。

八
　
放
射
性
物
質
に
よ
る
人
体
及
び
人
体
に
着
用
し
て

い
る
物
の
表
面
の
汚
染
の
状
況
の
測
定
は
、
放
射
性

物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
体
部

位
の
表
面
及
び
人
体
に
着
用
し
て
い
る
物
の
表
面
で

あ
つ
て
放
射
性
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て

行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測

定
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
計

算
に
よ
つ
て
こ
の
値
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
　
前
号
の
測
定
は
、
放
射
性
物
質
を
経
口
摂
取
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
、
当
該
場
所
か
ら
人

が
退
出
す
る
と
き
に
行
う
こ
と
。

十
　
換
気
設
備
、
放
射
線
測
定
器
及
び
非
常
用
設
備

は
、
常
に
こ
れ
ら
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
状
態
に
維

持
し
て
お
く
こ
と
。

十
一
　
核
原
料
物
質
の
使
用
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又

は
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
放
射
性
廃
棄
物
の
廃

棄
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
こ
と
。

イ
　
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
は
、
廃
棄
及
び
廃
棄
に

係
る
放
射
線
防
護
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
を
有
す

る
者
の
監
督
の
下
に
行
わ
せ
る
と
と
も
に
、
廃
棄

に
当
た
つ
て
は
、
廃
棄
に
従
事
す
る
者
に
作
業
衣

等
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
。

ロ
　
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
に
従
事
す
る
者
以
外
の

者
が
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
作
業
中
に
廃
棄
施
設

に
立
ち
入
る
場
合
に
は
、
そ
の
廃
棄
に
従
事
す
る

者
の
指
示
に
従
わ
せ
る
こ
と
。

ハ
　
気
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
は
、
次
に
掲
げ
る
い

ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
こ
と
。

（１）
　
排
気
施
設
に
よ
つ
て
排
出
す
る
こ
と
。

（２）
　
放
射
線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
つ
た
廃
気
槽

に
保
管
廃
棄
す
る
こ
と
。

ニ
　
ハ
（
１
）
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
は
、

排
気
施
設
に
お
い
て
、
ろ
過
、
放
射
能
の
時
間
に

よ
る
減
衰
、
多
量
の
空
気
に
よ
る
希
釈
等
の
方
法

に
よ
つ
て
排
気
中
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
濃
度

を
で
き
る
だ
け
低
下
さ
せ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、

排
気
口
に
お
い
て
又
は
排
気
監
視
設
備
に
お
い
て

排
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
監
視
す
る
こ
と

に
よ
り
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
の
空
気
中
の
放
射

性
物
質
の
濃
度
が
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め
る

濃
度
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ホ
　
ハ
（
２
）
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
保
管
廃
棄
さ
れ
た
放
射
性
廃
棄
物
の

崩
壊
熱
等
に
よ
り
著
し
い
過
熱
が
生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
は
、
冷
却
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を

採
る
こ
と
。

ヘ
　
液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
は
、
次
に
掲
げ
る
い

ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
こ
と
。

（１）
　
排
水
施
設
に
よ
つ
て
排
出
す
る
こ
と
。

（２）
　
放
射
線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
つ
た
廃
液
槽

に
保
管
廃
棄
す
る
こ
と
。

（３）
　
容
器
に
封
入
し
、
又
は
容
器
に
固
型
化
し
て

放
射
線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
つ
た
保
管
廃
棄

施
設
に
保
管
廃
棄
す
る
こ
と
。

（４）
　
放
射
線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
つ
た
焼
却
設

備
に
お
い
て
焼
却
す
る
こ
と
。

（５）
　
放
射
線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
つ
た
固
型
化

設
備
で
固
型
化
す
る
こ
と
。

ト
　
ヘ
（
１
）
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
は
、

排
水
施
設
に
お
い
て
、
ろ
過
、
蒸
発
、
イ
オ
ン
交

換
樹
脂
法
等
に
よ
る
吸
着
、
放
射
能
の
時
間
に
よ

る
減
衰
、
多
量
の
水
に
よ
る
希
釈
そ
の
他
の
方
法

に
よ
つ
て
排
水
中
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
濃
度

1



を
で
き
る
だ
け
低
下
さ
せ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、

排
水
口
に
お
い
て
又
は
排
水
監
視
設
備
に
お
い
て

排
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
監
視
す
る
こ
と

に
よ
り
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
側
の
境
界
に
お
け

る
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
原
子
力
規
制
委

員
会
の
定
め
る
濃
度
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

チ
　
ヘ
（
２
）
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
保
管
廃
棄
さ
れ
た
放
射
性
廃
棄
物
の

崩
壊
熱
等
に
よ
り
著
し
い
過
熱
が
生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
は
、
冷
却
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を

採
る
こ
と
。

リ
　
ヘ
（
３
）
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
に
お

い
て
、
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
す
る
と
き

は
、
当
該
容
器
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
水
が
浸
透
し
に
く
く
、
腐
食
に
耐
え
、
及
び

放
射
性
廃
棄
物
が
漏
れ
に
く
い
構
造
で
あ
る
こ

と
。

（２）
　
亀
裂
又
は
破
損
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
容
器
の
蓋
が
容
易
に
外
れ
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
。

ヌ
　
ヘ
（
３
）
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
に
お

い
て
、
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
固
型
化
す
る
と

き
は
、
固
型
化
し
た
放
射
性
廃
棄
物
と
一
体
化
し

た
容
器
が
放
射
性
廃
棄
物
の
飛
散
又
は
漏
れ
を
防

止
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ル
　
ヘ
（
３
）
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
場
合
に
お

い
て
、
放
射
性
廃
棄
物
を
放
射
線
障
害
防
止
の
効

果
を
持
つ
た
保
管
廃
棄
施
設
に
保
管
廃
棄
す
る
と

き
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

（１）
　
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
て
保
管
廃

棄
す
る
と
き
は
、
当
該
容
器
に
亀
裂
若
し
く
は

破
損
が
生
じ
た
場
合
に
封
入
さ
れ
た
放
射
性
廃

棄
物
の
全
部
を
吸
収
で
き
る
材
料
で
当
該
容
器

を
包
み
、
又
は
収
容
で
き
る
受
皿
を
当
該
容
器

に
設
け
る
こ
と
等
に
よ
り
、
汚
染
の
広
が
り
を

防
止
す
る
こ
と
。

（２）
　
当
該
保
管
廃
棄
さ
れ
た
放
射
性
廃
棄
物
の
崩

壊
熱
等
に
よ
り
著
し
い
過
熱
が
生
じ
る
お
そ
れ

の
あ
る
場
合
は
、
冷
却
に
つ
い
て
必
要
な
措
置

を
採
る
こ
と
。

（３）
　
放
射
性
廃
棄
物
を
封
入
し
、
又
は
固
型
化
し

た
容
器
に
は
、
放
射
性
廃
棄
物
を
示
す
標
識
を

付
け
、
及
び
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
関
し
て
次

条
の
規
定
に
基
づ
き
記
録
さ
れ
た
内
容
と
照
合

で
き
る
よ
う
な
整
理
番
号
を
表
示
す
る
こ
と
。

（４）
　
当
該
廃
棄
施
設
に
は
、
そ
の
目
に
つ
き
や
す

い
場
所
に
管
理
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す
る
こ

と
。

ヲ
　
固
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
は
、
次
に
掲
げ
る
い

ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
こ
と
。

（１）
　
放
射
線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
つ
た
焼
却
設

備
に
お
い
て
焼
却
す
る
こ
と
。

（２）
　
容
器
に
封
入
し
、
又
は
容
器
に
固
型
化
し
て

放
射
線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
つ
た
保
管
廃
棄

施
設
に
保
管
廃
棄
す
る
こ
と
。

（３）
　
（
２
）
の
方
法
に
よ
り
廃
棄
す
る
こ
と
が
著

し
く
困
難
な
大
型
機
械
等
の
放
射
性
廃
棄
物
又

は
放
射
能
の
時
間
に
よ
る
減
衰
を
必
要
と
す
る

放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
放
射
線
障
害
防

止
の
効
果
を
持
つ
た
保
管
廃
棄
施
設
に
保
管
廃

棄
す
る
こ
と
。

ワ
　
リ
、
ヌ
及
び
ル
（
ル
（
１
）
を
除
く
。
）
の
規

定
は
、
ヲ
（
２
）
の
方
法
に
よ
る
廃
棄
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

カ
　
ル
（
２
）
及
び
（
４
）
の
規
定
は
、
ヲ
（
３
）

の
方
法
に
よ
る
廃
棄
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

十
一
の
二
　
核
原
料
物
質
の
使
用
施
設
を
設
置
し
た
工

場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
い
て
行
わ
れ
る
放
射
性
廃

棄
物
の
廃
棄
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う

こ
と
。

イ
　
放
射
性
廃
棄
物
は
、
核
原
料
物
質
の
使
用
に
係

る
施
設
で
あ
る
放
射
線
障
害
防
止
の
効
果
を
持
つ

た
廃
棄
施
設
に
廃
棄
す
る
こ
と
。

ロ
　
イ
の
規
定
に
よ
り
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る

場
合
に
は
、
当
該
廃
棄
施
設
を
設
置
し
た
核
原
料

物
質
を
使
用
す
る
者
に
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に

関
す
る
記
録
の
写
し
を
交
付
す
る
こ
と
。

ハ
　
廃
棄
に
従
事
す
る
者
の
線
量
が
原
子
力
規
制
委

員
会
の
定
め
る
線
量
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。

十
二
　
核
原
料
物
質
の
運
搬
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
核

原
料
物
質
及
び
当
該
核
原
料
物
質
を
収
納
し
た
容
器

の
経
年
変
化
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
　
核
原
料
物
質
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
こ
れ
を
容

器
に
収
納
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（１）
　
通
常
の
運
搬
状
態
に
お
い
て
、
核
原
料
物
質

が
容
易
に
飛
散
し
又
は
漏
え
い
し
な
い
よ
う
に

措
置
さ
れ
、
か
つ
、
核
原
料
物
質
の
使
用
施
設

の
内
部
に
お
い
て
運
搬
す
る
場
合

（２）
　
通
常
の
運
搬
状
態
に
お
い
て
、
核
原
料
物
質

が
容
易
に
飛
散
し
又
は
漏
え
い
し
な
い
よ
う
に

措
置
さ
れ
、
か
つ
、
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又

は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則

（
昭
和
五
十
三
年
総
理
府
令
第
五
十
七
号
。
以

下
「
外
運
搬
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
七

号
に
規
定
す
る
専
用
積
載
（
以
下
「
専
用
積

載
」
と
い
う
。
）
と
し
て
運
搬
す
る
場
合

ロ
　
容
器
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
核
原
料
物
質
の
使
用
施

設
の
内
部
に
お
い
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

（１）
　
外
接
す
る
直
方
体
の
各
辺
が
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
容
易
に
、
か
つ
、
安
全
に
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。

（３）
　
運
搬
中
に
予
想
さ
れ
る
温
度
及
び
内
圧
の
変

化
、
振
動
等
に
よ
り
、
亀
裂
、
破
損
等
の
生
じ

る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

（４）
　
表
面
に
不
要
な
突
起
物
が
な
く
、
か
つ
、
表

面
の
汚
染
の
除
去
が
容
易
で
あ
る
こ
と
。

（５）
　
材
料
相
互
の
間
及
び
材
料
と
収
納
さ
れ
る
核

原
料
物
質
と
の
間
で
危
険
な
物
理
的
作
用
又
は

化
学
反
応
の
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

（６）
　
弁
が
誤
つ
て
操
作
さ
れ
な
い
よ
う
な
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
液
体
状
の
核
原
料
物
質
を
容
器
（
容
器
が
外
運

搬
規
則
第
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
コ
ン
テ
ナ
、

同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
タ
ン
ク
（
以
下
「
タ
ン

ク
」
と
い
う
。
）
又
は
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る

金
属
製
中
型
容
器
（
以
下
「
金
属
製
中
型
容
器
」

と
い
う
。
）
の
場
合
を
除
く
。
）
に
収
納
し
、
専
用

積
載
と
し
な
い
で
運
搬
す
る
場
合
は
、
容
器
は
、

ロ
に
掲
げ
る
基
準
の
ほ
か
、
外
運
搬
規
則
第
九
条

第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
核
原
料
物
質
の
使
用
施
設
を
設
置

し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
運
搬
す
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ニ
　
液
体
状
の
核
原
料
物
質
を
容
器
（
容
器
が
タ
ン

ク
又
は
金
属
製
中
型
容
器
の
場
合
に
限
る
。
）
に

収
納
し
、
専
用
積
載
と
し
な
い
で
運
搬
す
る
場
合

は
、
容
器
は
、
ロ
に
掲
げ
る
基
準
の
ほ
か
、
外
運

搬
規
則
第
九
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
基
準
に

適
合
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
核
原
料
物
質
の
使
用

施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
運

搬
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ホ
　
運
搬
す
る
核
原
料
物
質
を
収
納
し
た
容
器
及
び

オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
の
表
面
に
お
け
る
原
子
力
規
制

委
員
会
の
定
め
る
線
量
当
量
率
は
、
二
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
、
か
つ
、
容

器
及
び
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
の
表
面
か
ら
一
メ
ー
ト

ル
の
距
離
に
お
け
る
原
子
力
規
制
委
員
会
の
定
め

る
線
量
当
量
率
が
百
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時

を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
核
原

料
物
質
の
使
用
施
設
の
内
部
に
お
い
て
運
搬
す
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ヘ
　
運
搬
す
る
核
原
料
物
質
を
収
納
し
た
容
器
及
び

オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度

が
第
三
号
ハ
の
表
面
密
度
限
度
の
十
分
の
一
を
超

え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
核
原
料
物

質
の
使
用
施
設
の
内
部
に
お
い
て
運
搬
す
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ト
　
核
原
料
物
質
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
容
器
及
び

オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
（
収
納
さ
れ
、
又
は
包
装
さ
れ

て
い
る
全
て
の
容
器
の
表
示
が
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク

の
外
か
ら
容
易
に
確
認
で
き
る
も
の
を
除
く
。
）

の
表
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
、
耐
久
性
の
あ
る
方
法
で
、
鮮
明
に
表
示
し
て

お
く
こ
と
。
た
だ
し
、
核
原
料
物
質
の
使
用
施
設

の
内
部
に
お
い
て
運
搬
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（１）
　
核
原
料
物
質
の
種
類
及
び
量

（２）
　
荷
送
人
又
は
荷
受
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

住
所

（３）
　
核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
（
昭
和
五
十

三
年
運
輸
省
令
第
七
十
二
号
）
第
九
条
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
国
連
番
号
（
当
該
国
連
番

号
の
前
に
「
Ｕ
Ｎ
」
の
文
字
を
付
し
た
も
の
。
）

及
び
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
品
名
（
本
邦
内

の
運
搬
の
み
の
場
合
を
除
く
。
）

（４）
　
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
、
「
オ
ー
バ

ー
パ
ッ
ク
」
（
本
邦
内
の
運
搬
の
み
の
場
合
に

限
る
。
）
又
は
「
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ
」
の
文

字

チ
　
核
原
料
物
質
を
運
搬
す
る
場
合
は
、
運
搬
す
る

核
原
料
物
質
の
種
類
、
量
、
取
扱
方
法
、
事
故
が

2



発
生
し
た
場
合
の
措
置
そ
の
他
の
運
搬
に
関
し
留

意
す
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
携
行
し
、
荷

受
人
に
当
該
書
面
の
写
し
を
交
付
す
る
こ
と
。

十
三
　
核
原
料
物
質
の
貯
蔵
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
行
う
こ
と
。

イ
　
核
原
料
物
質
の
貯
蔵
は
、
核
原
料
物
質
の
貯
蔵

施
設
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ロ
　
核
原
料
物
質
の
貯
蔵
施
設
の
目
に
つ
き
や
す
い

場
所
に
、
貯
蔵
上
の
注
意
事
項
を
掲
示
す
る
こ

と
。

（
記
録
）

第
三
条
　
法
第
五
十
七
条
の
七
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
記

録
は
、
工
場
又
は
事
業
所
ご
と
に
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
中
欄
に
掲
げ

る
と
こ
ろ
に
従
つ
て
記
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に

掲
げ
る
期
間
こ
れ
を
保
存
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

記
録
事
項

記
録
す
べ

き
場
合

保

存

期
間

一
　
核
原
料
物
質
の
種
類
別
の
受
渡

量
及
び
在
庫
量

毎
月
一
回

十

年

間

二
　
放
射
線
管
理
記
録

イ
　
放
射
性
廃
棄
物
の
排
気
口
又
は

排
気
監
視
設
備
及
び
排
水
口
又
は
排

水
監
視
設
備
に
お
け
る
放
射
性
物
質

の
一
日
間
及
び
三
月
間
に
つ
い
て
の

平
均
濃
度

一
日
間
の

平
均
濃
度

に
あ
つ
て

は
毎
日
一

回
、
三
月

間
の
平
均

濃
度
に
あ

つ
て
は
三

月
ご
と
に

一
回

五

年

間

ロ
　
管
理
区
域
及
び
周
辺
監
視
区
域

に
お
け
る
線
量
当
量
率
並
び
に
管
理

区
域
に
お
け
る
空
気
中
の
放
射
性
物

質
の
一
月
間
に
つ
い
て
の
平
均
濃
度

及
び
放
射
性
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ

れ
た
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密

度

毎
月
一
回

五

年

間

ハ
　
放
射
線
業
務
従
事
者
の
四
月
一

日
を
始
期
と
す
る
一
年
間
の
線
量
、

女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者

及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
、
核

原
料
物
質
使
用
者
及
び
国
際
規
制
物

資
使
用
者
等
（
国
際
規
制
物
資
で
あ

る
核
原
料
物
質
（
法
第
五
十
七
条
の

七
第
一
項
第
三
号
の
核
原
料
物
質
を

一
年
間
の

線
量
に
あ

つ
て
は
毎

年
度
一
回
、

三
月
間
の

線
量
に
あ

つ
て
は
三

月
ご
と
に

第

五

項

に

定

め

る

期

間

除
く
。
）
を
使
用
す
る
国
際
規
制
物
資

使
用
者
及
び
旧
国
際
規
制
物
資
使
用

者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
書
面

で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
）
の
放
射
線

業
務
従
事
者
の
四
月
一
日
、
七
月
一

日
、
十
月
一
日
及
び
一
月
一
日
を
始

期
と
す
る
各
三
月
間
の
線
量
並
び
に

本
人
の
申
出
等
に
よ
り
核
原
料
物
質

使
用
者
及
び
国
際
規
制
物
資
使
用
者

等
が
妊
娠
の
事
実
を
知
る
こ
と
と
な

つ
た
女
子
の
放
射
線
業
務
従
事
者
に

あ
つ
て
は
出
産
ま
で
の
間
毎
月
一
日

を
始
期
と
す
る
一
月
間
の
線
量

一
回
、
一

月
間
の
線

量
に
あ
つ

て
は
一
月

ご
と
に
一

回

ニ
　
四
月
一
日
を
始
期
と
す
る
一
年

間
の
線
量
が
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
超
え
た
放
射
線
業
務
従
事
者
の
当

該
一
年
間
を
含
む
原
子
力
規
制
委
員

会
が
定
め
る
五
年
間
の
線
量

原
子
力
規

制
委
員
会

が
定
め
る

五
年
間
に

お
い
て
毎

年
度
一
回

（
上
欄
に
掲

げ
る
当
該

一
年
間
以

降
に
限
る

。
）

第

五

項

に

定

め

る

期

間

ホ
　
放
射
線
業
務
従
事
者
が
当
該
業

務
に
就
く
日
の
属
す
る
年
度
に
お
け

る
当
該
日
以
前
の
放
射
線
被
ば
く
の

経
歴
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定

め
る
五
年
間
に
お
け
る
当
該
年
度
の

前
年
度
ま
で
の
放
射
線
被
ば
く
の
経

歴

そ
の
者
が

当
該
業
務

に
就
く
時

第

五

項

に

定

め

る

期

間

ヘ
　
廃
棄
施
設
に
廃
棄
し
、
又
は
海

洋
に
投
棄
し
た
放
射
性
廃
棄
物
の
種

類
、
当
該
放
射
性
廃
棄
物
に
含
ま
れ

る
放
射
性
物
質
の
数
量
、
当
該
放
射

性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入
し
、
又
は

容
器
に
固
型
化
し
た
場
合
に
は
当
該

容
器
の
数
量
及
び
比
重
並
び
に
そ
の

廃
棄
の
日
時
、
場
所
及
び
方
法

廃
棄
の
都

度

使

用

の

廃

止

ま

で

の

期
間

ト
　
放
射
性
廃
棄
物
を
容
器
に
封
入

し
、
又
は
容
器
に
固
型
化
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
方
法

封
入
又
は

固
型
化
の

都
度

使

用

の

廃

止

ま

で

の

期
間

三
　
核
原
料
物
質
の
使
用
施
設
の
事

故
記
録

イ
　
事
故
の
発
生
及
び
復
旧
の
日
時

そ
の
都
度

使

用

の

廃

止

ま

で

の

期
間

ロ
　
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し

て
採
つ
た
処
置

そ
の
都
度

使

用

の

廃

止

ま

で

の

期
間

ハ
　
事
故
の
原
因

そ
の
都
度

使

用

の

廃

止

ま

で

の

期
間

ニ
　
事
故
後
の
処
置

そ
の
都
度

使

用

の

廃

止

ま

で

の

期
間

四
　
運
搬
し
た
核
原
料
物
質
の
種
類
、

量
、
取
扱
方
法
、
事
故
が
発
生
し
た

場
合
の
措
置
そ
の
他
の
運
搬
に
関
し

留
意
す
べ
き
事
項

運
搬
の
都

度

一

年

間

２
　
前
項
に
規
定
す
る
記
録
事
項
に
つ
い
て
直
接
測
定
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
事
項
を
間

接
的
に
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
記
録
を
も
つ
て
そ
の

事
項
の
記
録
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
の
表
第
二
号
ロ
の
線
量
当
量
率
並
び
に
同
号

ハ
及
び
ニ
の
線
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
子
力
規
制
委
員
会

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
記
録
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
一
項
の
表
第
二
号
ハ
の
線
量
を
記
録
す
る
場
合
に

は
、
放
射
線
に
よ
る
被
ば
く
の
う
ち
放
射
性
物
質
に
よ

つ
て
汚
染
さ
れ
た
空
気
を
呼
吸
す
る
こ
と
に
よ
る
被
ば

く
に
係
る
記
録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
被
ば
く
の
状
況
及

び
測
定
の
方
法
を
併
せ
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５
　
第
一
項
の
表
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
の
記
録
の
保
存

期
間
は
、
そ
の
記
録
に
係
る
者
が
放
射
線
業
務
従
事
者

で
な
く
な
つ
た
場
合
又
は
そ
の
記
録
を
保
存
し
て
い
る

期
間
が
五
年
を
超
え
た
場
合
に
お
い
て
核
原
料
物
質
使

用
者
が
そ
の
記
録
を
原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る

機
関
に
引
き
渡
す
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

６
　
核
原
料
物
質
使
用
者
は
、
第
一
項
の
表
第
二
号
ハ
の

記
録
に
係
る
放
射
線
業
務
従
事
者
に
、
そ
の
記
録
の
写

し
を
そ
の
者
が
当
該
業
務
を
離
れ
る
と
き
に
交
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
第
五
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
定
す
る
機
関
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則

で
定
め
る
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
三
条
の
二
　
法
第
五
十
七
条
の
七
第
六
項
に
規
定
す
る

記
録
は
、
前
条
第
一
項
の
表
の
上
覧
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
従

つ
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ

の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
法
を
い
う
。
第
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り

記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項

の
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を

用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
、
前
条
第
一
項
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
保
存
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
原

子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
三
条
の
三
　
前
二
条
の
規
定
は
、
法
第
六
十
一
条
の
七

の
規
定
に
よ
る
国
際
規
制
物
資
使
用
者
等
の
記
録
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
使
用
の
廃
止
の
届
出
）

第
三
条
の
四
　
法
第
五
十
七
条
の
七
第
七
項
の
規
定
に
よ

り
、
核
原
料
物
質
使
用
者
が
当
該
届
出
に
係
る
核
原
料

物
質
の
全
て
の
使
用
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
そ
の
廃
止

の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
書
類
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
廃
止
に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所

在
地

三
　
使
用
の
届
出
の
年
月
日

四
　
廃
止
の
年
月
日

五
　
廃
止
の
理
由

２
　
前
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
提
出
部
数
は
、
正
本
及

び
写
し
各
一
通
と
す
る
。

（
解
散
等
の
届
出
）

第
四
条
　
法
第
五
十
七
条
の
七
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、

核
原
料
物
質
使
用
者
が
解
散
し
、
又
は
死
亡
し
た
と
き

は
、
そ
の
清
算
人
、
破
産
管
財
人
若
し
く
は
合
併
後
存

続
し
、
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
の
代

表
者
若
し
く
は
分
割
に
よ
り
核
原
料
物
質
の
使
用
に
係

る
施
設
若
し
く
は
核
原
料
物
質
を
承
継
し
た
法
人
の
代

3



表
者
又
は
相
続
人
若
し
く
は
相
続
人
に
代
わ
つ
て
相
続

財
産
を
管
理
す
る
者
は
、
解
散
又
は
死
亡
の
日
か
ら
三

十
日
以
内
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

書
類
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
解
散
又
は
死
亡
に
係
る
工
場
又
は
事
業
所
の
名
称

及
び
所
在
地

三
　
核
原
料
物
質
使
用
者
が
解
散
し
又
は
死
亡
し
た
年

月
日

四
　
解
散
の
理
由

２
　
前
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
提
出
部
数
は
、
正
本
及

び
写
し
各
一
通
と
す
る
。

（
事
故
故
障
等
の
報
告
）

第
五
条
　
法
第
六
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
核
原
料

物
質
使
用
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
、
そ
の
状
況
及
び
そ
れ
に

対
す
る
処
置
を
遅
滞
な
く
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
核
原
料
物
質
の
盗
取
又
は
所
在
不
明
が
生
じ
た
と

き
。

二
　
核
原
料
物
質
の
使
用
施
設
の
故
障
（
核
原
料
物
質

の
使
用
に
及
ぼ
す
支
障
が
軽
微
な
も
の
を
除
く
。
）

が
あ
つ
た
と
き
。

三
　
核
原
料
物
質
又
は
核
原
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ

れ
た
物
が
異
常
に
漏
え
い
し
た
と
き
。

四
　
放
射
線
業
務
従
事
者
に
つ
い
て
第
二
条
第
五
号
イ

の
線
量
限
度
を
超
え
、
又
は
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る

被
ば
く
が
あ
つ
た
と
き
。

五
　
前
各
号
の
ほ
か
、
核
原
料
物
質
の
使
用
施
設
に
関

し
人
の
障
害
（
放
射
線
障
害
以
外
の
障
害
で
あ
つ
て

軽
微
な
も
の
を
除
く
。
）
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

２
　
核
原
料
物
質
使
用
者
は
、
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に

お
い
て
放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
場
合
で
あ
つ
て
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を

直
ち
に
、
そ
の
状
況
及
び
そ
れ
に
対
す
る
処
置
を
遅
滞

な
く
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
放
射
性
廃
棄
物
に
よ
り
異
常
な
汚
染
が
生
じ
た
と

き
。

二
　
廃
棄
に
従
事
す
る
者
に
つ
い
て
第
二
条
第
十
一
号

の
二
ハ
の
線
量
限
度
を
超
え
、
又
は
超
え
る
お
そ
れ

の
あ
る
被
ば
く
が
あ
つ
た
と
き
。

三
　
前
二
号
の
ほ
か
、
廃
棄
に
関
し
人
の
障
害
（
放
射

線
障
害
以
外
の
障
害
で
あ
つ
て
軽
微
な
も
の
を
除

く
。
）
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
き
。

（
報
告
の
徴
収
）

第
六
条
　
核
原
料
物
質
使
用
者
は
、
毎
年
、
工
場
又
は
事

業
所
ご
と
に
、
六
月
三
十
日
及
び
十
二
月
三
十
一
日
に

お
け
る
核
原
料
物
質
の
在
庫
量
に
つ
い
て
、
別
記
様
式

第
一
に
よ
る
報
告
書
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
日

後
一
月
以
内
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
在
庫
量
に
含
ま
れ
る
ウ

ラ
ン
の
量
及
び
ト
リ
ウ
ム
の
量
を
合
計
し
た
数
量
が
五

百
グ
ラ
ム
未
満
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
報
告
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す

る
。

（
準
用
）

第
七
条
　
前
二
条
の
規
定
は
、
国
際
規
制
物
資
使
用
者
等

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条

第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
中
「
核
原
料
物
質
」
と
あ
る

の
は
「
国
際
規
制
物
資
で
あ
る
核
原
料
物
質
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
届
出
書
類
の
提
出
部
数
）

第
八
条
　
法
第
五
十
七
条
の
七
第
一
項
及
び
核
原
料
物

質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第

四
十
五
条
の
規
定
に
係
る
書
類
の
提
出
部
数
は
、
正
本

及
び
写
し
各
一
通
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
媒
体
に
よ
る
手
続
）

第
九
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て

は
、
当
該
書
類
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
書
類
に
記
載

す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的

記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
（
電
磁
的
方
法
で
作
ら
れ
る

記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用

に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
記
録
媒
体
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
別
記
様
式
第
二
の
電
磁
的
記

録
媒
体
提
出
票
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

一
　
第
三
条
の
四
第
一
項
の
書
類

二
　
第
四
条
第
一
項
の
書
類

附
　
則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
一
二
月
二
八
日
総
理
府

令
第
五
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
原
子
力
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
八
十
六
号
）
附
則
第

一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十

四
年
一
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
五
年
一
〇
月
二
四
日
総
理
府

令
第
五
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原

子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
及
び
放
射
性
同
位
元
素
等

に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）

の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
十
四
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
一
月
二
六
日
総
理
府

令
第
六
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
七
月
二
六
日
総
理
府
令

第
四
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
昭
和
六
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
一
月
七
日
総
理
府
令

第
四
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
一
一
月
二
八
日
総
理
府
令

第
五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
平
成
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
運
搬
さ
れ
て
い
る
核
燃

料
物
質
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
運
搬
が
終
了
す
る
ま
で

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
八
日
総
理
府
令
第
一

〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
七
月
一
二
日
総
理
府
令
第

三
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原

子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
及
び
放
射
性
同
位
元
素
等

に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
八
年
七
月
二
十

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
三
一
日
総
理
府
令

第
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
年
四
月
二
十
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
二
九
日
総
理
府
令

第
一
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
一
六
日
総
理
府

令
第
六
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
府
令
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
一
六
日
総
理
府
令

第
六
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
第
三
条
、
第
五
条
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
改
正

規
定
（
「
２
０
万
円
」
を
「
３
０
万
円
」
に
改
め
る
部

分
に
限
る
。
）
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び

原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
七
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
十
二
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
総
理
府

令
第
一
一
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
二
六
日
総
理
府

令
第
一
五
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
六
月
一
五
日
文
部
科
学

省
令
第
七
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
運
搬
さ
れ
て
い
る
核
原

料
物
質
に
つ
い
て
は
、
当
該
運
搬
が
終
了
す
る
ま
で

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
一
七
日
文
部
科
学

省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
気
事
業
法
及
び
核
原
料
物
質
、
核

燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
本
文
の
政
令
で
定
め
る

日
（
平
成
十
五
年
三
月
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
二
八
日
文
部
科
学

省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
九
月
三
〇
日
文
部
科
学

省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
一
月
三
〇
日
文
部
科

学
省
令
第
五
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原

子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
二
月
二
六
日
文
部
科

学
省
令
第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
文
部
科
学

省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
九
月
一
四
日
文
部
科
学

省
令
第
三
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成

二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
四
年
九
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
九
日
原
子
力
規

制
委
員
会
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
六
日
原
子
力
規

制
委
員
会
規
則
第
一
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
。
以
下
「
設
置
法
」

と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
八
日
。
以
下
「
施

行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
二
月
二
八
日
原
子
力
規

制
委
員
会
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機

構
の
解
散
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六

年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
二
月
一
〇
日
原
子
力

規
制
委
員
会
規
則
第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
運
搬
さ
れ
て
い
る

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
等
及
び
放
射
性
同
位
元
素

等
に
つ
い
て
は
、
当
該
運
搬
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
七
月
七
日
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
第
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対

策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び

原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
九
年
七
月
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
二
月
二
二
日
原
子
力

規
制
委
員
会
規
則
第
一
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対

策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び

原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
平
成
三
十
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

別
表
第
三
に
係
る
改
正
規
定
及
び
次
条
の
規
定
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
（
別
表
第
三
に
係
る
改
正
規
定
に
あ

っ
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ

れ
の
規
則
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他

の
行
為
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
則
の
規

定
に
相
当
の
規
定
が
あ
る
も
の
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ

れ
の
規
則
の
相
当
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
も
の
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
六
月
八
日
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
第
六
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
第
二
号
）

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
日
原
子
力
規
制
委

員
会
規
則
第
三
号
）

こ
の
規
則
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
四
条
の
規
定
は
、
放
射

性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
三
十

年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
施
行
の
日

（
令
和
元
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
一
七
日
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
第
一
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
対

策
の
強
化
の
た
め
の
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び

原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
第
三
条
の
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
一
七
日
原
子
力
規

制
委
員
会
規
則
第
二
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
核
原
料
物

質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

第
五
十
九
条
第
二
項
の
確
認
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く

は
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場

又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
第
二

十
一
条
第
二
項
の
承
認
（
承
認
の
更
新
を
含
む
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申
請
で
あ
っ
て
、
こ
の

規
則
の
施
行
の
際
確
認
又
は
承
認
を
す
る
か
ど
う
か
の

処
分
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
処
分
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
放
射
性
同
位
元
素

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は

第
二
項
の
認
証
を
受
け
て
い
る
放
射
性
同
位
元
素
装
備

機
器
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
放
射
性
同
位
元

素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
四
条
の
三

第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
た

も
の
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
放
射
性
同

位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
二
項

（
同
法
第
二
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
確
認
又
は
同
法
第
十
八

条
第
三
項
（
同
法
第
二
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
こ
の

規
則
に
よ
る
改
正
前
の
放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
八
条
の
十
七
第
四
項
（
同

規
則
第
二
十
四
条
の
二
の
七
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
承
認
（
承
認
の
更
新

を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申
請
で

あ
っ
て
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
確
認
又
は
承
認
を
す

る
か
ど
う
か
の
処
分
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

の
処
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
運
搬
さ
れ
て
い
る

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
等
及
び
放
射
性
同
位
元
素

等
に
つ
い
て
は
、
当
該
運
搬
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
〇
日
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
前
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正

前
の
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運

転
等
に
関
す
る
規
則
第
十
六
条
の
十
四
各
号
、
核
燃
料

物
質
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
第
六
条
の
十
各
号
、
核

原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る

規
則
第
七
条
の
七
各
号
、
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業

に
関
す
る
規
則
第
九
条
の
十
六
各
号
、
核
原
料
物
質
の

使
用
に
関
す
る
規
則
第
五
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項

各
号
、
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則

第
十
九
条
の
十
六
各
号
、
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は

事
業
所
の
外
に
お
け
る
廃
棄
に
関
す
る
規
則
第
五
条
の

二
各
号
、
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に

お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規
則
第
二
十
五
条
各
号
、
実
用

発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
百

三
十
四
条
各
号
、
船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開

発
段
階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
設
置
、
運
転
等
に

関
す
る
規
則
第
三
十
五
条
各
号
、
核
燃
料
物
質
又
は
核

燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
二
種
廃
棄
物

埋
設
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
二
十
二
条
の
十
七
各

号
、
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ

れ
た
物
の
廃
棄
物
管
理
の
事
業
に
関
す
る
規
則
第
三
十

五
条
の
十
六
各
号
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
の
事
業
に
関

す
る
規
則
第
四
十
三
条
の
十
三
各
号
、
研
究
開
発
段
階

発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
百

二
十
九
条
各
号
並
び
に
核
燃
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
第
一
種
廃
棄
物
埋
設
の
事

業
に
関
す
る
規
則
第
八
十
九
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
た
と
き
に
お
け
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。
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別
記
様
式
第
１
（
第
６
条
関
係
）
（
第
６
条
関
係
）

別記様式第１（第６条関係） 

核 原 料 物 質 在 庫 報 告 

年  月  日   

 原子力規制委員会 殿 

住 所  

      氏 名（法人にあつては、その名称及び代表者の氏名）   

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第 67 条第１項及び核原料物質の使用に

関する規則第６条第１項の規定により次のとおり報告します。 

工場又は事業所 
名  称  

所 在 地  

 

核原料物質の種類 
在 庫 量 

（注２） 

含有ウラン量 

（注２） 

含有トリウム量 

（注２） 

    

    

    

    

    

 

注１ 東京に連絡先がある場合は東京における連絡先を、東京に連絡先がない場合は工場又は

事業所における連絡先を記載すること。 

２ 数量は、キログラム単位で記載すること。 

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

別
記
様
式
第
２
（
第
９
条
関
係
）

 

別記様式第２（第 9条関係） 

電磁的記録媒体提出票 

  年 月 日   

原子力規制委員会 殿 

住 所 

氏 名（法人にあつては、その名称及び代表者の氏名）    

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（又は核原料物質の使用に関す

る規則）第  条第 項の規定により提出すべき書類に記載すべきこととされている事項

を記録した電磁的記録媒体を以下のとおり提出いたします。 

本票に添付されている電磁的記録媒体に記録された事項は、事実に相違ありません。 

 １ 電磁的記録媒体に記録された事項 

 ２ 電磁的記録媒体と併せて提出される書類 

備考１ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 法令の条項については、当該提出の適用条文の条項を記載すること。 

３ 「電磁的記録媒体に記録された事項」の欄には、電磁的記録媒体に記録されてい

る事項を記載するとともに、２枚以上の電磁的記録媒体を提出するときは、電磁的

記録媒体ごとに整理番号を付し、その番号ごとに記録されている事項を記載するこ

と。 

４ 「電磁的記録媒体と併せて提出される書類」の欄には、本票に添付されている電

磁的記録媒体に記録されている事項以外の事項を記載した書類を提出する場合に

あつては、その書類名を記載すること。 

５ 該当事項のない欄は、省略すること。 
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